
大
型
鋳
物
に
高
周
波
誘
導
炉
導
入

生
産
効
率
化
環
境
負
荷
低
減

虹　技
　
鋳
物
大
手
の
虹
技
︵
本

社
・
兵
庫
県
姫
路
市

社

長
・
山
本
幹
雄
氏
︶
は


大
型
鋳
物
の
生
産
体
制
効

率
化
や
環
境
負
荷
低
減
を

図
る
た
め

姫
路
東
工
場

の
キ

ポ
ラ
の
操
業
を
停

止
し
新
た
に
高
周
波
誘
導

炉
を
１
基
導
入
す
る

キ


ポ
ラ
は
７
月
３
日
に
操

業
を
停
止
し

新
高
周
波

誘
導
炉
は
来
年

月
に
稼

働
を
開
始
す
る
予
定

周

辺
設
備
も
含
め
た
投
資
額

は
約

億
円


　
鋳
物
原
料
を
溶
解
す
る

姫
路
東
工
場
の
キ

ポ
ラ

は

１
９
６
８
年
に
稼
働

を
開
始
し
大
型
の
鋳
物
や

産
業
機
械
用
鋳
物
の
製
造

に
使
用
し
て
き
た

た
だ

最
近
は
設
備
の
老
朽
化
に

伴
う
維
持
コ
ス
ト
の
上
昇

や
操
業
に
必
要
な
技
能
継

承
の
難
し
さ
が
課
題
と
な


て
い
た

ま
た
同
社
は

脱
炭
素
化
へ
の
対
応
を
重

要
な
経
営
課
題
の
一
つ
に

位
置
付
け
て
い
る
こ
と
も

あ
り

溶
解
設
備
の
更
新

に
あ
た
り
高
周
波
誘
導
炉

の
導
入
を
決
断

同
社
で

稼
働
し
て
い
た
最
後
の
キ


ポ
ラ
の
操
業
を
停
止
す

る


　
新
し
い
溶
解
設
備
は


富
士
電
機
製
の
高
周
波
る

つ
ぼ
形
誘
導
炉

姫
路
東

工
場
の
素
形
材
事
業
部
大

型
鋳
物
工
場
内
に
設
置
す

る

溶
解
能
力
は
１
時
間

当
た
り



キ

ポ
ラ

は
１
日
操
業
す
る
と

燃

料
の
燃
え
残
り
や
不
純
物

を
取
り
除
く
作
業
の
後


炉
内
の
耐
火
物
の
設
置
や

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要
な

た
め

現
状
の
作
業
人
員

で
は
連
日
の
稼
働
が
難
し

い

一
方

高
周
波
誘
導

炉
は
作
業
人
員
を
増
や
す

こ
と
な
く
連
日
の
稼
働
が

可
能
な
た
め

大
型
鋳
物

で
も
現
状
よ
り
早
い
サ
イ

ク
ル
で
製
作
で
き
る

ま

た
環
境
負
荷
低
減
の
面
で

は
新
高
周
波
誘
導
炉
は


コ

ク
ス
を
燃
焼
さ
せ
て

溶
解
熱
源
と
す
る
キ

ポ

ラ
に
比
べ
約

％
の

Ｃ
Ｏ

排
出
量
を
削
減

︵
同
社
試
算
︶
で
き
る


　
同
社
で
は
既
設
の
キ


ポ
ラ
停
止
か
ら
新
高
周
波

誘
導
炉
稼
働
ま
で
の
設
備

更
新
期
間
中

他
の
溶
解

炉
の
使
用
や
在
庫
確
保
な

ど
に
よ
り
製
品
供
給
に
支

障
が
生
じ
な
い
よ
う
対
応

す
る

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